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る
〈
縁
の
論
理
〉
を
提
示
す
る
。

一
　
和
辻
風
土
学
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー

　
明
治
以
降
、
西
洋
に
学
ん
だ
多
く
の
日
本
人
の
中
で
も
、
和
辻
哲
郎
は

西
洋
文
明
に
対
す
る
自
己
の
立
ち
位
置
を
見
き
わ
め
る
き
っ
か
け
と
し
て

「
風
土
」
を
発
見
し
、
そ
こ
か
ら
独
自
の
風
土
学
を
う
ち
た
て
た
存
在
と

し
て
際
立
つ
。
そ
の
独
自
性
は
、〈
自
己
認
識
〉
と
〈
他
者
認
識
〉
を
同

時
に
成
立
さ
せ
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
（
類
比
）
の
方
法
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
異

質
な
風
土
の
比
較
を
つ
う
じ
て
、
自
他
を
区
別
し
関
連
づ
け
る
手
続
き
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
没
主
体
的
な
欧
化
主
義
、
自
文
化
に
固
執
す
る
国

粋
主
義
、
の
い
ず
れ
を
も
〈
脱
中
心
化
〉
す
る
道
が
開
か
れ
た
。

　
和
辻
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
（
一
九
二
七
年
）
の
途
次
、
四
〇
日
に
及
ぶ

航
海
中
に
見
聞
し
た
「
さ
ま
ざ
ま
の
風
土
」
の
印
象
を
、
留
学
先
の
ベ
ル

リ
ン
で
刊
行
直
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
を
知
っ
た
こ
と
か
ら

は
じ
め
に

　
明
治
以
降
の
近
代
日
本
哲
学
を
総
括
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
課
題
に

答
え
た
い
。
無
謀
の
謗
り
を
受
け
る
こ
と
は
重
々
承
知
な
が
ら
、
一
世
紀

半
に
及
ぶ
「
哲
学（
１
）」

の
営
為
を
ト
ー
タ
ル
に
評
価
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が

主
体
で
あ
る
日
本
人
に
と
っ
て
も
つ
意
義
と
、
世
界
に
対
す
る
日
本
哲
学

の
寄
与
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め

の
簡
略
な
見
取
図
を
叩
き
台
と
し
て
提
供
す
る
。
議
論
の
筋
は
、
西
田
幾

多
郎
以
後
の
「
哲
学
」
発
展
の
頂
点
を
、
弟
子
山
内
得
立
の
「
ア
ナ
ロ
ギ

ア
の
論
理
」
に
見
定
め
、
そ
れ
に
先
行
し
て
、
あ
る
い
は
同
時
的
に
着
想

さ
れ
た
類
似
の
思
想
と
し
て
、
和
辻
風
土
学
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、「
種

の
論
理
」（
田
辺
元
）、「
形
の
論
理
」（
西
田
・
三
木
清
）
を
順
に
瞥
見
す

る
。
そ
の
上
で
、
山
内
の
到
達
点
を
〈
無
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
〉
と
し
て
要
約

し
、
そ
れ
に
対
す
る
理
論
的
補
強
の
狙
い
に
立
っ
て
、
そ
の
改
訂
版
で
あ

〈
特
集
１　

再
考
・
日
本
人
の
思
惟
方
法
〉

木
　
岡
　
伸
　
夫
　

　〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
思
考

―
近
代
日
本
哲
学
へ
の
視
座

―
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海
中
に
身
を
も
っ
て
知
る
。
同
一
の
「
モ
ン
ス
ー
ン
」
域
に
、
特
色
を
異

に
す
る
三
つ
の
特
殊
な
風
土
の
存
在
す
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
る（
３
）。

こ
の
ア

ナ
ロ
ジ
ー
は
、
最
小
値
で
あ
る
「
日
本
」
か
ら
最
大
値
と
し
て
の
東
ア
ジ

ア
全
域
に
ま
で
わ
た
る
〈
自
己
領
域
〉
を
画
定
す
る
。

２　

ア
ナ
ロ
ジ
ー
２

―〈
モ
ン
ス
ー
ン
―
沙
漠
―
牧
場
〉
と
い
う
周
知

の
三
類
型
を
う
ち
た
て
る
。
そ
の
眼
目
は
、
自
他
を
対
比
さ
せ
る
直
観
に

あ
る
。「
第
二
章
　
三
つ
の
類
型
」
に
置
か
れ
た
次
の
一
節
は
、
イ
ン
ド

洋
か
ら
紅
海
に
入
り
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
端
の
ア
デ
ン
に
上
陸
し
た
と
き

の
印
象
で
あ
る
。

「
人
間
は
必
ず
し
も
自
己
を
自
己
に
お
い
て
最
も
よ
く
理
解
し
得
る

も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
自
覚
は
通
例
他
を
通
る
こ
と
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
。
し
か
ら
ば
沙
漠
的
人
間
の
自
己
理
解
は
霖
雨
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
鋭
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は

沙
漠
的
な
ら
ざ
る
人
間
が
旅
行
者
と
し
て
具
体
的
沙
漠
に
接
近
し
得

る
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
沙
漠
に
お
い
て
己
が
歴
史

的･

社
会
的
現
実
の
い
か
に
沙
漠
的
な
ら
ざ
る
か
を
自
覚
す
る
で
あ

ろ
う
。
が
、
こ
の
自
覚
は
沙
漠
の
理
解
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で

あ
る
。」（
同
書
五
四
―
五
五
頁
）

　「
沙
漠
的
人
間
」
と
「
沙
漠
的
な
ら
ざ
る
人
間
」（
モ
ン
ス
ー
ン
的
人
間
）

が
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
他
の
理
解
が
一
対
の
も
の
と
し
て
同
時

的
に
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
モ
ン
ス
ー
ン
的
人
間
」
と
「
沙
漠
的

人
間
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
に
と
っ
て
異
質
な
風
土
に
身
を
置
く
こ
と
か

ら
、〈
自
己
認
識
〉
と
〈
他
者
認
識
〉
を
う
ち
た
て
る
。
そ
こ
に
は
、
類

着
想
し
た
「
人
間
存
在
の
空
間
性
」
を
め
ぐ
る
反
省
と
突
き
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
風
土
学
の
構
想
に
到
達
し
た
。「
人
間
存
在
の
風

土
性
」
へ
の
着
眼
は
、
や
が
て
「
人
間
存
在
の
歴
史
性
」
と
い
う
も
う
一

つ
の
観
点
と
統
合
さ
れ
、
和
辻
倫
理
学
の
基
盤
を
な
す
人
間
存
在
論
の
両

輪
を
形
づ
く
る
こ
と
に
な
る
。
和
辻
以
前
に
も
以
後
に
も
考
え
ら
れ
た
こ

と
の
な
い
風
土
学（
２
）の
独
自
性
は
、
自
他
を
徹
底
的
に
相
対
化
す
る
ア
ナ
ロ

ジ
ー
の
方
法
に
あ
る
。
日
本
近
代
「
哲
学
」
の
世
界
へ
の
寄
与
は
、
何
よ

り
も
こ
の
論
理
に
あ
る
。『
風
土
』（
一
九
三
五
年
）
に
見
ら
れ
る
ア
ナ
ロ

ジ
ー
は
、
次
の
二
段
階
の
構
造
を
有
す
る
。

１　

ア
ナ
ロ
ジ
ー
１

―「
モ
ン
ス
ー
ン
」
的
東
ア
ジ
ア
の
特
殊
形
態
と

し
て
、〈
南
洋
・
イ
ン
ド
―
南
シ
ナ
（
中
国
）―
日
本
〉
を
区
別
し
つ
つ
、

同
一
基
調
（
気
候
と
し
て
の
「
湿
潤
」、
人
間
性
と
し
て
の
「
受
容
性
・

忍
従
性
」）
の
下
に
関
連
づ
け
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
一
的
風
土
を
形
づ

く
る
異
質
性
（
差
異
）
が
、
驚
き
と
と
も
に
発
見
さ
れ
る
。

「
モ
ン
ス
ー
ン
の
こ
ろ
に
イ
ン
ド
洋
を
渡
っ
た
旅
行
者
は
何
人
も
経

験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
風
の
吹
き
つ
け
る
側
の
船
室
は
、
い
か

に
暑
く
と
も
窓
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
恐
ろ
し
い
湿
気
を
含
ん

だ
風
を
自
由
に
受
け
容
れ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
室
を
住
み
難

き
も
の
と
す
る
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。「
暑
さ
」
よ
り
は
「
湿
気
」
の
方

が
堪
え
難
い
の
で
あ
る
…
…
」（『
風
土
』「
第
二
章
　
三
つ
の
類
型
」

「
一
　
モ
ン
ス
ー
ン
」
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
二
九
―
三
〇
頁
）

　
暑
熱
・
湿
潤
は
、
日
本
に
生
ま
れ
育
っ
た
自
身
に
な
じ
み
深
い
気
候
な

が
ら
、
南
洋
地
域
の
そ
れ
が
度
外
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
和
辻
は
航
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な
線
引
き
を
許
す
。
日
本
の
み
を
〈
自
己
〉
と
す
る
こ
と
も
、
隣
国
の
朝

鮮
・
中
国
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
イ
ン
ド
ま
で
含
め
た
「
一
つ
の
ア
ジ

ア（
５
）」
へ
と
〈
自
己
〉
を
拡
張
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る（
６
）。
た
だ
し
、〈
自
己
〉

が
〈
他
者
〉
と
相
対
的
で
あ
り
、〈
内
〉
な
る
自
己
と
〈
外
〉
な
る
他
者

の
区
別
が
必
要
と
な
る
以
上
、〈
自
己
〉
を
全
世
界
（
人
類
）
の
ス
ケ
ー

ル
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
自
他
の
認
識
を
セ
ッ
ト
で
成
立
さ
せ
る
思
考
で
あ
り
、

比
例
式
（

≒

）
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
言
い
表
す
こ
と
が
で

き
る

―
例
：「
モ
ン
ス
ー
ン
的
湿
潤
に
お
け
る
人
間
が
受
容
的
・
忍
従

的
で
あ
る
よ
う
に

0

0

0

、
沙
漠
的
乾
燥
に
お
け
る
人
間
は
戦
闘
的
・
服
従
的
で

あ
る
」。
つ
ま
り
、「
自
然
と
人
間
の
あ
り
方
が
、
風
土
Ａ
に
お
い
て
し
か

じ
か
で
あ
る
よ
う
に

0

0

0

、
風
土
Ｂ
に
お
い
て
も
し
か
じ
か
で
あ
る
」。
こ
れ

は
、
自
己
の
存
在
様
式
を
他
の
そ
れ
と
比
較
し
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
他
を
と
も
に
相
対
化
し
、
脱
中
心
化
す
る
思
考
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
自
他
の
弁
別
に
も
と
づ
き
、
た
が
い
の
接
近
を
図
る
手
続

き
と
し
て
、
関
係
設
定
の
論
理
で
あ
る
。
そ
れ
が
複
数
項
の
関
係
構
築
に

プ
ラ
ス
に
機
能
し
た
場
合
、
自
他
の
相
互
理
解
や
融
和
の
可
能
性
が
開
か

れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
反
面
で
次
の
よ
う

な
陥
穽
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、「
一
視
同
仁
」
に
よ
る
全
体
主
義
の
危
険
で
あ
る
（「
大
東

亜
戦
争
」
の
教
訓
を
想
起
せ
よ
）。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
和
辻

の
遺
産
を
ど
う
生
か
す
べ
き
か
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
和
辻

の
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
方
法
は
、
い
ま
だ
萌
芽
的
段
階
に
と
ど
ま
る（
７
）。
そ
れ

似
性
と
異
他
性
を
も
っ
て
自
他
を
関
連
づ
け
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
働
き
が
あ

る
。〈
モ
ン
ス
ー
ン
―
沙
漠
―
牧
場
〉
と
い
う
三
つ
の
類
型
は
、
気
候
と

人
間
性
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
区
別
さ
れ
、
か
つ
関
係
づ
け
ら
れ
る
。

そ
れ
を
定
式
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ
ゴ
ン
（
類
比
関
係
）
が
成

立
す
る
（「

≒

」
の
意
味
は
後
述
す
る
）。

　
　［
気
候
］　［
人
間
性
］　
　
　
　
　
　
　
　［
風
土
類
型
］

　
　
湿
潤
：
受
容
的
・
忍
従
的
　
　
　
　
　
　
モ
ン
ス
ー
ン

　
≒
乾
燥
：
戦
闘
的
・
服
従
的
　
　
　
　
　
　
沙
漠

　
≒
湿
潤
＋
乾
燥
：
規
則
的
・
合
理
的
　
　
　
牧
場

３　

ア
ナ
ロ
ジ
ー
１
・
２
の
関
係

―
時
間
順
に
お
い
て
先
行
す
る
１
の

意
味
を
、
後
続
す
る
２
が
具
体
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
２
が
な
け
れ
ば
、
１

も
な
い
。
し
か
も
１
の
浮
上
に
よ
っ
て
、
２
の
分
節
化
が
促
進
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
単
独
で
は
機
能
せ
ず
、
他
に
よ
る

支
持
・
強
化
を
待
っ
て
、
一
体
的
に
働
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
段

階
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、〈
わ
れ
わ
れ
〉
と
し
て
の
〈
自
己
領
域
〉
内
部
を

分
節
化
し
、
そ
の
外
延
に
相
当
す
る
「
東
ア
ジ
ア
」
を
画
定
す
る
。
第
二

段
階
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、〈
自
己
領
域
〉
に
対
す
る
外
部
の
非
自
己
＝
〈
他

者
領
域
〉
を
区
別
す
る
。
後
者
は
、「
東
ア
ジ
ア
」
に
対
す
る
「
西
ア
ジ
ア
」

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る（
４
）。

　
二
段
階
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
連
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
自
己
―
他
者
〉

の
区
別
が
相
関
的
に
成
立
す
る
。
こ
の
区
別
は
厳
格
で
は
な
く
、
恣
意
的
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こ
の
経
緯
を
ど
う
見
る
べ
き
か
。
弁
証
法
の
本
家
で
あ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、

マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
、
西
洋
形
而
上
学
に
も
と
づ
く
彼
ら
の
歴
史
観
が
あ

り
、
歴
史
を
動
か
す
主
体
を
「
精
神
」
も
し
く
は
「
物
質
」
に
見
立
て
る

こ
と
に
つ
い
て
の
確
信
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
類
し
た
歴
史
的
経

験
は
、
西
田
に
も
田
辺
に
も
な
い
。
彼
ら
が
「
主
体
」
に
代
え
て
主
題
化

し
た
の
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
お
な
じ
み
の
「
無
」
で
あ
る
。
そ
の
「
無
」

の
論
理
的
表
現
を
と
も
に
「
弁
証
法
」
に
求
め
た
わ
け
だ
が
、
い
わ
ば
借

り
物
に
過
ぎ
な
い
思
想
的
衣
裳
の
着
こ
な
し
が
、
ど
ち
ら
の
方
が
よ
り
し

っ
く
り
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
類
の
主
導
権
争
い
が
演
じ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
が
当
時
最
先
端
の
思
想
的
モ
ー
ド
で
あ
っ
た
と
い
う
以
外
に
、
彼

ら
が
「
弁
証
法
」
に
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。

田
辺
の
場
合
、「
弁
証
法
」
は
西
田
批
判
の
武
器
と
な
っ
た
以
外
に
、「
種

の
論
理
」（
社
会
存
在
の
論
理（
９
））

を
具
体
化
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
民
族
・

国
家
に
代
表
さ
れ
る
共
同
体
は
、「
種
的
基
体
」
と
称
さ
れ
、
弁
証
法
の

「
即
自
」
に
相
当
す
る
「
一
次
元
の
統
一
」
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

共
同
体
に
反
抗
す
る
個
人
は
、
そ
の
反
定
立
と
し
て
「
二
次
元
の
統
一
」

を
形
づ
く
る
。
つ
づ
い
て
、「
種
」（
定
立
）
と
「
個
」（
反
定
立
）
の
矛

盾
は
、
人
類
的
普
遍
性
を
志
向
す
る
「
類
」
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
、
か
く

し
て
「
三
次
元
の
統
一
」（
総
合
）
が
成
立
す
る
。
こ
の
よ
う
に
田
辺
の

「
種
の
論
理
」
は
、〈
種
―
個
―
類
〉
と
い
う
三
つ
の
水
準
を
否
定
的
媒
介

に
よ
っ
て
関
連
づ
け
る
「
弁
証
法
」
の
姿
を
と
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
か
ら
想
を
得
た
「
社
会
存
在
の
論
理
」
が
、
時
代
の

趨
勢
に
乗
じ
て
、
た
ま
た
ま
「
弁
証
法
」
と
い
う
衣
裳
を
ま
と
う
こ
と
に

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理
」
に
仕
上
げ
た
の
が
、

西
田
幾
多
郎
門
下
の
山
内
得
立
で
あ
る
。
そ
こ
に
行
く
前
に
、
西
田
、
田

辺
、
三
木
の
動
向
を
見
て
お
き
た
い
。

二
　
形
の
論
理
―
―
西
田
幾
多
郎
・
三
木
清
と
そ
の
周
辺
（
８
）

　
昭
和
初
頭
に
マ
ル
ク
ス
主
義
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
、
思
想
的
流
行
の

観
を
呈
し
た
。
そ
の
影
響
を
哲
学
理
論
の
面
に
限
定
す
る
な
ら
、
ヘ
ー
ゲ

ル
・
マ
ル
ク
ス
の
具
体
化
し
た
弁
証
法
の
論
理
が
、
あ
る
仕
方
で
受
容
さ

れ
た
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
忠
実
な
左

翼
思
想
家
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
西
田
幾
多
郎
や
田
辺
元
の
よ
う
に
左

翼
と
は
無
縁
の
「
保
守
的
」
思
想
家
に
と
っ
て
も
、
弁
証
法
の
論
理
が
自

己
表
現
の
手
段
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
に
顕
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
下
で

は
、「
無
の
思
想
」
と
い
う
古
い
酒
が
、「
弁
証
法
」
と
い
う
新
し
い
革
袋

に
盛
ら
れ
た
。

　
ま
ず
田
辺
が
、
西
田
の
「
絶
対
無
」
を
無
の
実
体
化
で
あ
る
と
し
て
攻

撃
し
、
絶
対
無
は
絶
対
否
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ

て
、「
絶
対
媒
介
の
弁
証
法
」（
絶
対
弁
証
法
）
を
提
起
し
た
。
次
い
で
、

こ
の
批
判
に
応
じ
た
西
田
は
、
自
身
の
「
場
所
の
論
理
」
に
お
け
る
「
一

般
者
（
無
）
の
自
己
限
定
」
を
歴
史
的
世
界
の
現
実
に
引
き
移
す
こ
と
に

よ
っ
て
、「
個
物
と
個
物
の
相
互
限
定
」
と
い
う
新
た
な
論
点
を
う
ち
だ

す
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
絶
対
無
」
は
個
物
と
個
物
を
媒
介
す
る
「
弁
証

法
的
一
般
者
」
と
規
定
し
直
さ
れ
、
西
田
哲
学
後
期
の
「
弁
証
法
的
論
理
」

の
立
場
が
姿
を
現
す
。
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っ
た
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
可
視
的
な
「
形
」
を
不
可
視

の
「
型
」（「
形
な
き
形
」）
と
の
関
係
で
把
え
る
東
洋
的
伝
統
が
、
視
野

に
入
ら
な
か
っ
た
点
を
挙
げ
た
い
。
師
西
田
の
「
無
の
論
理
」
に
は
、
禅

仏
教
の
経
験
に
つ
い
て
の
反
省
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
ち
ら
の
方
か
ら

「
形
」
の
問
題
に
接
近
す
れ
ば
ど
う
だ
っ
た
か
。
そ
の
三
木
が
、
カ
ン
ト

解
釈
の
注
目
点
と
し
て
「
類
比
」（Analogie

）
に
言
及
し
て
い
る
箇
所

で
、
山
内
得
立
（
一
八
九
〇
―
一
九
八
二
年
）
の
「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
思
想
の

位
置
」（『
體
系
と
展
相
』
一
九
三
七
年
）
を
参
照
し
て
い
る）
11
（

。
山
内
は
、

西
洋
古
代
・
中
世
哲
学
の
研
究
を
つ
う
じ
て
「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
」
に
注
目
し
、

そ
こ
か
ら
東
西
の
哲
学
的
論
理
の
統
合
を
自
己
の
課
題
と
し
て
引
き
受
け

た
。
そ
の
戦
後
の
歩
み
に
、「
哲
学
」
の
一
つ
の
到
達
点
が
認
め
ら
れ
る
。

三
　
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理

　
一
九
三
〇
年
代
に
和
辻
風
土
学
が
具
体
化
し
た
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
同
時
期

に
西
田
や
三
木
が
「
形
の
論
理
」
と
し
て
追
究
し
た
も
の
は
、
異
質
な
存

在
を
区
別
す
る
と
同
時
に
関
係
づ
け
る
思
考
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
形
式

論
理
や
弁
証
法
を
典
型
と
す
る
二
元
論
の
支
配
す
る
西
洋
哲
学
に
は
見
ら

れ
な
い
〈
あ
い
だ
を
開
く
思
考
〉
の
型
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
「
哲
学
」

独
自
の
思
惟
内
容
と
見
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
。
西
田
の
直
弟
子
で
あ
っ

た
山
内
得
立
は
、
京
大
で
古
代
中
世
哲
学
を
教
え
る
中
か
ら
、
プ
ラ
ト
ン

以
来
の
二
元
論
の
伝
統
と
向
か
い
合
い
、「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理
」
に
よ

っ
て
そ
の
難
点
を
克
服
し
よ
う
と
企
て
た）
12
（

。
そ
の
本
領
は
、
イ
ン
ド
の
大

乗
仏
教
に
発
す
る
レ
ン
マ
的
な
「
即
の
論
理
」
を
、
西
洋
形
而
上
学
の
「
存

な
っ
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
内
実
が
本
家
西
洋
の
弁
証
法
論
理
の

型
に
沿
う
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
些
末
な
問
題
で
は
な
く
、
国
家
・
個
人
・

人
類
に
ま
た
が
る
社
会
的
存
在
の
あ
り
方
や
倫
理
が
、
明
治
以
降
の
日
本

に
お
い
て
、
初
め
て
正
面
か
ら
問
題
に
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。（
同

時
代
の
和
辻
の
「
間
柄
」
の
倫
理
学
に
は
、
種
と
個
の
葛
藤
を
意
味
す
る

「
個
と
全
体
の
弁
証
法
」
は
あ
っ
て
も
、「
類
」
の
理
論
的
地
平
は
ま
だ
開

か
れ
て
い
な
い
。）

　
他
方
、
西
田
は
弟
子
で
あ
る
三
木
清
の
提
唱
す
る
「
形
の
論
理
」
に
示

唆
を
受
け
、
自
身
の
後
期
哲
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
導
入
し
た
。
そ
れ
は
、

三
木
だ
け
で
は
な
く
、
田
辺
の
「
種
の
論
理
」
か
ら
も
、
種
と
個
の
「
弁

証
法
」
を
借
り
て
つ
く
ら
れ
た
折
衷
的
産
物
）
10
（

で
あ
る
。

　
三
木
に
お
け
る
「
形
の
論
理
」
と
は
何
か
。
戸
坂
潤
と
と
も
に
昭
和
初

頭
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
い
ち
早
く
反
応
し
た
三
木
に
と
っ
て
、
弁
証
法

は
、
形
而
上
学
へ
の
囚
わ
れ
か
ら
自
由
に
な
っ
た
主
体
が
、
歴
史
を
切
り

拓
き
、
つ
く
り
か
え
て
ゆ
く
実
践
の
論
理
と
い
う
意
義
を
も
っ
た
。
し
か

し
、
変
革
の
論
理
た
る
弁
証
法
の
根
底
に
も
、
形
而
上
学
（
歴
史
哲
学
）

の
縛
り
が
潜
ん
で
い
る
。
歴
史
の
目
的
論
を
断
ち
切
る
上
で
有
効
な
ツ
ー

ル
は
、
歴
史
の
底
に
有
的
な
実
体
を
想
定
し
な
い
師
西
田
の
「
無
の
論
理
」

で
あ
る
。
か
く
し
て
三
木
は
、
独
自
の
人
間
学
の
テ
ー
マ
と
し
て
、「
無

の
論
理
」
と
弁
証
法
の
統
一
を
企
て
る
。
そ
れ
が
「
形
の
論
理
」
の
基
本

性
格
で
あ
る
。

　『
構
想
力
の
論
理
』
は
、
特
に
カ
ン
ト
の
目
的
論
的
構
想
力
に
焦
点
を

合
わ
せ
て
「
形
の
論
理
」
の
具
体
化
を
模
索
し
た
が
、
完
成
に
至
ら
な
か
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で
あ
る
。

即
非
の
論
理

　
二
値
論
理
を
旨
と
す
る
西
洋
の
「
ロ
ゴ
ス
的
論
理
」
は
、
二
元
対
立
に

置
か
れ
た
存
在
（
人
と
自
然
、
人
と
人
）
の
〈
あ
い
だ
〉
を
閉
ざ
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
東
洋
の
「
レ
ン
マ
的
論
理
」（
即
の
論
理
）
は
、「
中
」
の

境
域
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
。
人
と
自
然
、
さ

ら
に
人
と
人
の
〈
あ
い
だ
〉
が
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
近
代
以
後
の

環
境
破
壊
の
根
本
原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
人
と
人
の

〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
と
い
う
視
点
は
、
大
乗
仏
教
の
縁
起
観
と
深
く
か
か

わ
り
、
最
後
に
取
り
上
げ
る
〈
縁
の
論
理
〉
に
つ
な
が
る
。

　
し
か
し
山
内
は
、
遺
著
『
随
眠
の
哲
学
』（
一
九
九
三
年
）
に
至
っ
て
、

こ
の
理
路
を
辿
り
切
る
こ
と
な
く
、
西
洋
形
而
上
学
の
存
在
論
的
伝
統
に

復
帰
す
る
。
そ
こ
で
は
、「
存
在
」
と
「
存
在
の
根
拠
」
が
峻
別
さ
れ
る

一
方
、
存
在
の
根
拠
は
神
で
は
な
く
「
無
」
と
さ
れ
る
。
山
内
は
、
存
在

者
か
ら
存
在
の
根
拠
を
窺
う
「
存
在
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
」
の
形
式
を
借
り
つ

つ
、
存
在
の
根
拠
を
神
か
ら
「
無
」
に
置
き
換
え
た
。
存
在
の
根
拠
は
、

そ
こ
か
ら
存
在
と
非
存
在
の
区
別
が
生
ま
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
自
体
は
存

在
で
も
な
く
非
存
在
で
も
な
い
「
非
」
の
地
平
を
表
す
。
か
く
し
て
、「
即

の
論
理
」
に
お
け
る
レ
ン
マ
的
論
理
に
西
洋
形
而
上
学
の
論
理
が
か
み
合

わ
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、「
即
非
の
論
理
」
が
成
立
し
た
。

四
　〈
無
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
〉
あ
る
い
は
〈
縁
の
論
理
〉

　
西
洋
形
而
上
学
に
お
け
る
「
存
在
の
根
拠
」
を
、
山
内
は
神
か
ら
「
絶

在
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
」（analogia entis

）
と
統
合
し
た
こ
と
に
あ
る
。
彼

以
前
の
日
本
哲
学
が
求
め
て
な
し
え
な
か
っ
た
東
洋
と
西
洋
の
「
論
理
的

綜
合
」
に
、
山
内
は
他
の
誰
よ
り
も
接
近
し
た
。「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理
」

の
最
終
的
な
定
式
は
、「
存
在
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
」
を
「
即
の
論
理
」
と
噛

み
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
「
即
非
の
論
理
」
で
あ
る
。
そ

の
前
段
階
と
し
て
、
山
内
八
四
歳
の
著
書
『
ロ
ゴ
ス
と
レ
ン
マ
』（
一
九

七
四
年
）
に
お
け
る
「
即
の
論
理
」
を
見
て
お
こ
う
。

即
の
論
理

　
大
乗
仏
教
の
祖
師
龍
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
が
、『
中
論
』
で
提

示
し
た
テ
ト
ラ
レ
ン
マ
（
四
つ
の
レ
ン
マ
）
を
、
山
内
は
次
の
と
お
り
定

式
化
す
る
。

　
　
Ⅰ
　
Ａ
（
肯
定
）

　
　
Ⅱ
　
非
Ａ
（
否
定
）

　
　
Ⅲ
　
Ａ
で
も
な
く
非
Ａ
で
も
な
い
（
両
非
）

　
　
Ⅳ
　
Ａ
で
も
あ
り
非
Ａ
で
も
あ
る
（
両
是
）

　
Ⅰ
・
Ⅱ
の
レ
ン
マ
は
、
た
が
い
に
矛
盾
の
関
係
（
デ
ィ
レ
ン
マ
）
を
構

成
す
る
。
し
か
し
、
Ⅲ
の
二
重
否
定
は
、
そ
れ
自
体
、
矛
盾
律
に
背
馳
す

る
。
さ
ら
に
、
否
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
両
項
が
、
一
転
、
同
時
に
肯
定
さ

れ
る
Ⅳ
の
レ
ン
マ
も
、
矛
盾
律
を
侵
犯
す
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
両
レ
ン

マ
は
、
た
が
い
に
絶
対
矛
盾
的
な
事
態
が
両
立
す
る
「
即）
13
（

」
の
関
係
に
立

つ
。「
即
の
論
理
」
が
意
図
す
る
の
は
、
形
式
論
理
の
排
中
律
（
Ａ
か
非

Ａ
か
）
で
は
閉
ざ
さ
れ
る
二
者
の
「
中
間
」（
あ
い
だ
）
の
境
域
を
開
く

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
即
の
論
理
」
は
「
中
の
論
理
）
14
（

」
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し
て
す
べ
て
の
神
が
い
っ
た
ん
否
定
さ
れ
な
が
ら
（
レ
ン
マ
Ⅲ
）、
一
転
、

そ
の
否
定
に
よ
っ
て
い
か
な
る
神
も
肯
定
さ
れ
る
（
レ
ン
マ
Ⅳ
）、
と
い

う
レ
ン
マ
的
な
論
理
の
地
平
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。「
即
非
の
論
理
」
は
、

こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
そ
れ
は
、〈
神
―
人
〉
の
垂
直
的
な
〈
あ
い
だ
〉
に
の
み
注
目
し
て
、

〈
人
―
人
〉
の
水
平
的
な
〈
あ
い
だ
〉
に
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　「
即
非
の
論
理
」
よ
り
も
前
に
「
即
の
論
理
」
を
触
発
し
た
の
は
、
大

乗
仏
教
の
縁
起
説
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
自
他
が
そ
れ
自
体
で
は
何
も
の

で
も
な
く
（
無
自
性
空
）、
自
己
の
存
在
が
他
者
に
依
存
し
て
成
立
す
る

と
い
う
「
相
依
相
待
」
の
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
即
非
の
論
理
」（
無

の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
）
に
欠
如
す
る
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
じ
水
準

で
並
び
立
つ
自
己
と
他
者
、
共
同
体
の
内
と
外
を
結
ぶ
水
平
的
な
〈
縁
〉

の
思
想）
15
（

で
あ
る
。
こ
の
思
想
を
取
り
込
む
形
で
〈
縁
の
論
理
〉
を
仕
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
垂
直
と
水
平
、
二
種
の
〈
あ
い
だ
〉
が
統
一
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
神
へ
の
信
仰
を
維
持
し
つ

つ
、
他
の
神
を
信
じ
る
人
々
と
相
互
排
除
の
関
係
に
立
つ
こ
と
な
く
、
た

が
い
の
〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

結
　
論

　
日
本
近
代
「
哲
学
」
は
、
戦
前
の
一
九
三
〇
年
代
、
自
己
の
思
想
的
伝

統
と
は
異
質
な
西
洋
形
而
上
学
と
の
交
渉
を
つ
う
じ
て
、
自
他
を
相
対
化

し
つ
つ
関
係
づ
け
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
思
考
を
展
開
し
た
。
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と

は
、
多
様
な
存
在
の
異
な
り
を
認
め
つ
つ
、
た
が
い
に
関
係
づ
け
る
思
考
、

対
無
」
に
置
き
換
え
る
。
と
す
る
と
、
そ
れ
は
も
は
や
「
存
在
の
ア
ナ
ロ

ギ
ア
」
で
は
な
く
、〈
無
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
〉
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
筆
者
は
、

そ
こ
に
山
内
に
よ
る
総
合
の
努
力
を
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、

①
神
の
位
置
を
「
無
」
と
す
る
こ
と
は
、
西
洋
的
論
理
に
と
っ
て
は
受
け

容
れ
が
た
い
、
②
存
在
論
の
優
先
に
よ
り
、
東
洋
的
な
論
理
の
真
骨
頂
が

見
失
わ
れ
る
、
と
い
う
二
点
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
を
自
己
の
結
論
と
し
て

受
け
容
れ
る
こ
と
を
保
留
す
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
こ
こ
か
ら
①
の
議
論

に
立
ち
入
る
こ
と
は
控
え
、
②
に
関
す
る
論
点
補
強
と
い
う
形
で
、〈
無

の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
〉
に
若
干
の
修
正
を
施
し
た
い
。

　
西
洋
形
而
上
学
は
、
超
越
的
絶
対
者
（「
存
在
」
と
し
て
の
神
）
と
そ

れ
を
信
じ
る
人
々
と
の
関
係
性
を
、
垂
直
的
な
〈
あ
い
だ
〉
と
し
て
開
く
。

あ
ら
ゆ
る
共
同
社
会
は
、
固
有
の
神
と
そ
れ
を
信
仰
す
る
人
々
と
の
垂
直

的
な
〈
あ
い
だ
〉
を
有
す
る
。
超
越
的
次
元
と
の
か
か
わ
り
は
、
い
ず
れ

の
社
会
に
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
内
的
結
合
力
の
強
さ
は
、
同
様

の
内
的
結
合
力
を
有
す
る
他
の
社
会
と
の
緊
張
・
対
立
を
生
じ
ず
に
は
す

ま
な
い
。

　
当
該
社
会
に
固
有
の
絶
対
者
を
信
じ
る
共
同
体
Ａ
と
共
同
体
Ｂ
が
、
争

う
こ
と
な
く
共
存
で
き
る
た
め
の
条
件
は
、（
１
）
特
定
の
神
が
、
そ
れ

を
信
仰
す
る
共
同
体
を
超
え
て
他
の
共
同
体
に
君
臨
す
る
と
い
う
仕
方

で
、「
普
遍
性
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
な
い
、（
２
）
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
・

国
家
の
神
が
、
そ
の
地
位
を
失
う
こ
と
の
な
い
仕
方
で
並
び
立
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
垂
直
の
〈
あ
い
だ
〉
を
開
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
可
能
に
な
る
唯
一
の
道
は
、
い
か
な
る
神
も
絶
対
で
は
な
い
、
と
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ッ
コ
を
付
す
。

　（
2
）
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
の
牧
師
ヘ
ル
ダ
ー
は
、
神
の
創
造
に
か
か
る
人
類
の
多
種

多
様
が
風
土
の
異
な
り
に
よ
る
こ
と
を
見
出
し
、Klim

atologie

を
創
唱
し
た
。

ヘ
ル
ダ
ー
か
ら
「
人
間
存
在
の
風
土
性
」
を
示
唆
さ
れ
た
和
辻
は
、Klim

atolo-
gie

を
「
風
土
学
」
と
訳
し
て
日
本
に
導
入
し
た
。
し
か
し
、
和
辻
の
風
土
学
と

キ
リ
ス
ト
教
文
明
に
規
定
さ
れ
たKlim

atologie

の
学
問
的
性
格
は
、
原
理
的

に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
3
）
航
海
中
の
最
初
の
海
外
寄
港
地
は
、
上
海
で
あ
っ
た
。『
風
土
』
第
二
章
で
省

略
さ
れ
た
「
シ
ナ
」
お
よ
び
日
本
の
風
土
性
は
、「
第
三
章
　
モ
ン
ス
ー
ン
的
風

土
の
特
殊
形
態
」
で
く
わ
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　（
4
）
帰
国
後
の
和
辻
は
、
風
土
論
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
に
、
題
目
の
み
「
国
民
性

の
考
察
」
と
変
え
て
、
京
大
で
講
義
す
る
。
残
さ
れ
た
「
ノ
ー
ト
」（『
和
辻
哲

郎
全
集
　
別
巻
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ス
ー
ン
・

沙
漠
・
牧
場
の
区
別
は
、
東
亜
細
亜
・
西
亜
細
亜
・
欧
羅
巴
と
い
う
「
国
土
」

の
区
別
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　（
5
）
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
で
あ
る
」（
岡
倉
天
心
『
東
洋
の
理
想
』
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
八
六
年
、
一
七
頁
）。

　（
6
）
逆
に
、〈
自
己
〉
領
域
が
「
日
本
」
全
土
ま
で
縮
減
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

ま
で
〈
自
己
〉
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
周
辺
東
ア
ジ
ア
地
域
は
、〈
他
者
〉
領

域
へ
と
転
じ
る
。

　（
7
）
和
辻
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
帰
趨
に
つ
い
て
は
、
本
学
会
に
つ
づ
く
国
際

学
会
で
、「
和
辻
風
土
学
に
お
け
る
「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理
」」（“Logic of 

analogy” in W
atsuji’s Fûdogaku （M

esology

））
と
題
し
て
発
表
を
行
っ
た
。

Cf. “V
iew
s of W

atsuji Tetsurô from
 around the W

orld”, International 
Conference, 25

│26 June 2016, N
anzan Institute for Religion and Cul-

ture, N
agoya.

　（
8
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
配
布
資
料
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
の
、
口
頭
発
表
の
さ
い
に

は
時
間
的
制
約
の
た
め
割
愛
し
た
本
節
の
内
容
を
、
以
下
に
再
現
す
る
。

　（
9
）
「
種
」（
一
次
元
）、「
個
」（
二
次
元
）、「
類
」（
三
次
元
）
か
ら
成
る
「
社
会

存
在
の
論
理
」
は
、
一
般
に
は

―
田
辺
自
身
も
含
め
て

―「
種
」
が
全
体
を

〈
あ
い
だ
を
開
く
思
考
〉
で
あ
る
。
和
辻
風
土
学
、「
種
の
論
理
」（
田
辺

元
）、「
形
の
論
理
」（
三
木
清
・
西
田
幾
多
郎
）
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
方

向
に
大
き
く
踏
み
出
し
た
力
業
で
あ
る
が
、
最
終
地
点
に
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。
戦
後
の
山
内
得
立
に
よ
っ
て
、「
ア
ナ
ロ
ギ
ア
の
論
理
」
が
現

実
化
し
た
。
そ
の
〈
無
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
〉
は
、
西
洋
形
而
上
学
が
も
つ
存

在
論
の
型
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
究
極
の
存
在
＝
神
を
無
化
す
る
「
即
非
の

論
理
」
に
落
着
し
た
。
筆
者
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
垂
直
的
な
〈
あ
い
だ
〉

に
、
水
平
的
な
〈
あ
い
だ
〉
を
噛
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
縁
の

論
理
〉
が
新
た
に
具
体
化
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
西
洋
に
お
け
る
「
存
在
の
ア
ナ
ロ
ギ
ア
」、
東
洋
に
お
け
る
「
即
非
の

論
理
」
の
い
ず
れ
に
も
、
絶
対
者
と
の
垂
直
的
な
〈
あ
い
だ
〉
の
思
想
が

認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
人
々
を
結
ぶ

水
平
的
な
〈
あ
い
だ
〉
に
は
、
垂
直
的
な
そ
れ
に
比
べ
て
、
第
二
義
的
な

位
置
づ
け
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。〈
縁
の
論
理
〉
は
、
二
つ
の
〈
あ

い
だ
〉
に
対
等
の
重
さ
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
異

な
る
社
会
に
生
き
る
人
々
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
じ
る
絶
対
者
（
神
）

は
異
な
っ
て
い
て
も
、
各
々
の
共
同
性
が
内
へ
と
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
対
等
同
格
の
出
会
い
が
実
現
す
る
可
能
性
を
示
し
う
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
〈
縁
の
論
理
〉
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
こ
そ
、

日
本
「
哲
学
」
の
責
務
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　（
1
）
西
洋
起
源
のphilosophy

を
輸
入
し
翻
訳
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
近
代
日

本
の
哲
学
を
、
前
者
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
特
に
カ
ギ
カ
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九
三
年
）
で
は
、
龍
樹
に
対
す
る
批
判
と
歩
を
揃
え
る
形
で
、
縁
（
起
）
へ
の

言
及
も
影
を
潜
め
た
。

（
き
お
か
・
の
ぶ
お
、
哲
学
・
倫
理
学
、
関
西
大
学
教
授
）

代
表
す
る
形
で
「
種
の
論
理
」
と
称
さ
れ
る
。
本
稿
も
そ
の
通
例
に
従
う
が
、

そ
の
本
質
が
ど
こ
ま
で
も
三
項
関
係
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
さ
い
強
調
し
て
お

き
た
い
。

　（
10
）
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
哲
学
が
、
西
洋
哲
学
の
規
矩
か
ら
あ
る
程
度
自
由
に

な
っ
て
、
自
前
の
哲
学
的
論
理
を
志
向
し
た
こ
と
の
証
が
「
形
の
論
理
」
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、「
種
」（Spezies

）
そ
れ
自
体
が
「
形
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
、

田
辺
の
「
種
の
論
理
」
も
、
内
実
は
「
形
の
論
理
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た

三
木
の
提
唱
し
た
「
形
の
論
理
」
を
西
田
が
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
事
実
が
物
語

る
よ
う
に
、
た
が
い
に
概
念
や
方
法
の
共
有
を
許
す
雰
囲
気
が
、
西
田
及
び
そ

の
周
辺
（
京
都
学
派
）
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
、「
折
衷
」
を
促
す
土
壌
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
11
）
『
構
想
力
の
論
理
』﹇
三
木
清
全
集
第
八
巻
﹈
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
四

五
八
頁
。

　（
12
）
プ
ラ
ト
ン
の
形
而
上
学
は
、
イ
デ
ア
と
現
実
を
根
本
的
に
分
か
つ
デ
ィ
ア
レ

ク
テ
ィ
ク
（
弁
証
法
）
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
分
断
さ
れ
た
二
つ
の
次
元
を
結

び
つ
け
る
方
法
は
考
え
ら
れ
ず
、
以
後
の
哲
学
の
歴
史
に
お
い
て
も
問
題
は
未

解
決
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
山
内
が
引
き
受
け
た
問
題
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
反
省

は
、
戦
前
の
『
體
系
と
展
相
』（
一
九
三
七
年
、
弘
文
堂
書
房
）
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
同
書
中
の
「
超
弁
証
法
」「
混
合
の
論
理
」
を
参
照
。

　（
13
）
「
即
と
は
分
か
た
れ
た
も
の
が
同
時
に
あ
り
、
分
か
た
れ
て
あ
る
ま
ま
に
一
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
」（
山
内
得
立
『
ロ
ゴ
ス
と
レ
ン
マ
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四

年
、
三
〇
九
頁
）。

　（
14
）
テ
ト
ラ
レ
ン
マ
に
お
い
て
、
Ａ
と
非
Ａ
と
は
二
重
否
定
（
Ⅲ
）
か
つ
二
重
肯

定
（
Ⅳ
）
の
関
係
に
立
つ
。
こ
の
こ
と
が
、
Ａ
と
非
Ａ
の
中
間
を
開
く
こ
と
と

さ
れ
る
。「
中
と
は
た
だ
二
つ
の
も
の
の
間
に
あ
る
こ
と
を
で
は
な
く
、
そ
れ
が

ふ
た
つ
の
も
の
の
孰
れ
で
も
な
く
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
そ
れ
ら
の
孰
れ
で
も
あ

り
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
」（
山
内
得
立
『
新
し
い
道
徳
の
問
題
点
』
理
想
社
、

一
九
五
八
年
、
七
三
頁
）。

　（
15
）
龍
樹
の
大
乗
仏
教
に
心
を
寄
せ
た
『
ロ
ゴ
ス
と
レ
ン
マ
』
に
は
、「
第
五
　
縁

起
の
構
造
」
の
一
章
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
遺
著
『
随
眠
の
哲
学
』（
一
九


